
受
付
だ
よ
り

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
朝
の
涼
や
か
な
空
気
に
ほ
ん
の

り
と
時
の
事
と
は
い
え
清
々
し
い
気
持
ち
に
満
た
さ
れ
ま
す
。

日
中
は
ま
だ
強
い
陽
射
し
で
気
温
が
上
が
る
せ
い
か
す
で
に
昏

く
な
っ
て
く
る
時
刻
が
季
節
の
移
ろ
い
を
実
感
さ
せ
ま
す
。

長
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
を
迎
え
る
と
何
か
忘
れ
物
を
し
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
も
弱
冠
あ
り
つ
つ
、
よ
う
や
く
過
ご
し
や
す

い
気
候
に
な
り
ほ
っ
と
し
ま
す
。
苛
烈
な
夏
を
乗
り
越
え
る
の

は
命
が
け
と
言
っ
て
も
大
げ
さ
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
こ
数

年
。
雨
が
降
れ
ば
降
り
す
ぎ
る
、
竜
巻
す
ら
特
別
な
も
の
で
は

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
天
候
の
事
は
抗
え
ま
せ
ん
が
出
来

る
備
え
は
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
、
ど
ん
な
秋
を
想
い
描
い
て
い
ま
す
か
。

気
温
も
湿
度
が
下
が
り
秋
の
空
気
に
入
れ
替
わ
る
と
体
が
軽
く

な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
し
て
し
ま
い
が
ち
に
、
こ
の
季
節
な
ら

で
は
の
食
べ
物
も
と
り
わ
け
美
味
し
く
い
た
だ
い
て
、
食
欲
の

秋
は
外
せ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
夏
の
疲
れ
も
癒
し

て
く
れ
る
秋
の
ご
馳
走
の
数
々
。
つ
い
つ
い
の
食
べ
す
ぎ
に
は

ご
注
意
を
。

食
べ
る
事
は
生
き
る
事
。
一
生
自
分
の
歯
で
食
事
を
す
る
こ

と
は
大
き
な
喜
び
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ん
で
も
咬
め
る
健

や
か
な
歯
を
保
つ
た
め
に
む
し
歯
・
歯
周
病
の
予
防
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
予
防
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
毎
日
の
ハ
ミ
ガ
キ
で

す
。
当
院
オ
ス
ス
メ
「
プ
ロ
ス
ペ
ッ
ク
コ
ン
パ
ク
ト
ス
リ
ム
」

は
ハ
ミ
ガ
キ
の
目
的
の
歯
垢
の
除
去
に
優
れ
た
柔
ら
か
く
コ
シ

の
あ
る
ハ
ブ
ラ
シ
で
す
。
定
期
的
な
歯
科
で
の
歯
周
病
の
予
防

処
置
と
歯
科
検
診
も
併
せ
て
大
切
な
歯
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

 (

歯
科
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ェ

菊
地 

正
子)

『
納
豆
は
歯
周
病
予
防
に
効
果
的
！
？
歯
を
強
く
す
る
！
？
』

NEW

せ
き
ぐ
ち
歯
科
 

ハ
ロ
ア
ル
新
聞

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号

我
が
家
の
冷
蔵
庫
に
は
い
つ
も
欠

か
さ
ず
お
か
め
納
豆
が
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
豆
を
発
酵
さ
せ
て
作
る

納
豆
に
は
、
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
や

鉄
分
、
食
物
繊
維
と
い
っ
た
栄
養
素

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

納
豆
に
は
「
納
豆
菌
」
と
「
ナ
ッ
ト

ウ
キ
ナ
ー
ゼ
（
酵
素
の
一
種
）
」
が

含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
成
分
は

健
康
に
と
っ
て
良
い
効
果
が
あ
る
と

分
か
っ
て
い
ま
す
。

納
豆
の
代
表
的
な
効
果
と
は
、

＊
腸
内
環
境
の
改
善

＊
免
疫
力
ア
ッ
プ

＊
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
の
改
善

＊
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

＊
血
糖
値
上
昇
を
抑
え
る

＊
血
圧
を
下
げ
る

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
納
豆
は

歯
周
病
予
防
に
も
良
い
事
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
納

豆
に
含
ま
れ
る
「
納
豆
菌
」
や
「
乳

酸
菌
」
は
、
口
腔
内
環
境
を
整
え
る

効
果
が
期
待
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ

れ
ら
の
菌
が
口
腔
内
で
増
え
る
こ
と

で
抗
菌
作
用
が
働
き
、
歯
周
病
の
元

と
な
る
細
菌
を
減
ら
す
可
能
性
が
あ

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
納

豆
に
は
、
血
液
を
正
常
に
凝
固
さ
せ

る
働
き
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
歯
や
骨
に

沈
着
さ
せ
て
強
く
す
る
働
き
が
あ
る

ビ
タ
ミ
ン
ｋ
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
納
豆
菌
は
、
腸
内
で

ビ
タ
ミ
ン
ｋ
を
産
出
す
る
た
め
、
納

豆
に
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン
ｋ
よ

り
も
よ
り
多
く
の
ビ
タ
ミ
ン
ｋ
を
摂

取
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ

の
為
、
納
豆
を
食
べ
る
事
で
歯
を
丈

夫
に
す
る
効
果
も
期
待
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

30
代
以
上
の
日
本
人
の
３
人
に
2

人
が
罹
っ
て
い
る
と
い
う
歯
周
病
。

納
豆
を
日
々
の
食
事
に
取
り
入
れ
、

し
っ
か
り
と
歯
周
病
治
療
を
受
け
て
、

さ
ら
に
毎
日
の
丁
寧
な
歯
肉
磨
き
で

歯
周
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
歯
な
し
♪

会
社
名
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
名
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど
、
ど
ん
な
名
称
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

３
０
０
０
円
の
協
賛
を
し
て
下
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

尚
、
協
賛
金
は
全
額
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
心
温
ま
る
協
賛
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
歯
科
衛
生
士

菊
地
久
美
子
）

ブルーポピイ③ ほんのきもち

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号



『歯ぎしりと頭痛』

「秋は塩分の摂りすぎに注意」

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号

い ～ 歯 の 学 校

秋や冬は夏より多くの塩分を摂取していると
最近ニュースを見ました。鍋料理が多くなり、
食欲が増し、濃い味が美味しく感じる季節だか
らでしょうか。
塩分を摂りすぎると、口の渇きやのどの渇き、

むくみ、血圧の上昇などが現れることがありま
す。また、慢性的な過剰摂取は高血圧や肝臓病、
心臓病のリスクを高めます。
のどの渇き（口渇）は、塩分の過剰摂取によ

り血液中のナトリウム濃度が上昇すると、体は
塩分濃度を薄めるために細胞内から水分を血液
中に移動させます。この際、喉が渇いたと感じ、
水分が不足することで口腔内の潤いが低下し、
口の中が乾きやすくなります。
塩分を摂りすぎたときの対処法
１，水分補給：こまめに水やお茶を飲むことで

塩分排出を促します 。
２，カリウムを多く含む食品の摂取：バナナ、

アボカド､ほうれん草､じゃがいもなどで体
内の塩分を尿として排出しやすくします 。

３，汗をかく運動や入浴：軽い運動や半身浴な
どで徐々に汗をかくと、体内の余分な塩分
排出に役立ちます 。

４，減塩食への調整：出汁や香辛料で味に工夫
をして塩分を自然に減らす、スープは全部
飲まないなどが推奨されます。

特に口や喉の渇きは、塩分過多の初期サイン
として現れやすいため、こうした自覚症状があ
れば、水分補給やカリウム摂取で早めに調整す
るといいですね。

日常生活で頭痛に悩まされることは少なくあ
りませんが、その原因が歯ぎしりにあるかもし
れません。歯ぎしりは、ストレスや不適切な歯
並びなどが引き金となり、無意識のうちに行わ
れることが多いです。特に、歯ぎしりが慢性的
になると、顎の筋肉に負担がかかり、頭痛や肩
こり、さらには睡眠の質の低下を招くことも考
えられます。
歯ぎしりが頭痛を引き起こすメカニズムには、

いくつかの要因が関わっています。まず、歯ぎ
しりは「顎関節」に大きな負担をかけるため、
顎の筋肉が緊張しやすくなります。この緊張が
「側頭筋」や「咬筋」に伝わり、結果として頭
痛を引き起こすことがあります。頭痛には「片
頭痛」「緊張型頭痛」「群発頭痛」などさまざ
まな種類があります。片頭痛は、片側のこめか
みや目の奥がズキズキと痛むのが特徴で、光や
音に敏感になることもあります。緊張型頭痛は、
ストレスや「歯ぎしり」によって引き起こされ
ることが多く、頭全体が締め付けられるような

痛みが続きます。群発頭痛は、目の周りが激し
く痛むことが特徴で、一定期間に集中して発症
します。これらの頭痛は、生活習慣や「歯並
び」の問題とも関連が深く、適切な治療や予防
が重要です。
歯ぎしりによる頭痛は、日常生活に大きな影

響を与える問題です。まず、歯ぎしりの原因を
特定することが重要です。ストレスや「歯並
び」の悪さが原因となることが多いです。スト
レス管理として、リラクゼーション法や適度な
運動が有効です。また、歯科医による「マウス
ピース」の使用も効果的です。夜間の歯ぎしり
を防ぐために、就寝前のカフェインやアルコー
ルの摂取を控えることも推奨されます。歯科医
の定期的な診察を受け、適切な治療を受けるこ
とが重要です。気になる方はぜひご相談下さい。

パワフル衛生士のわ・歯・歯教室

（歯科衛生士 藤田友希子）

（歯科衛生士 北島 紗希）



「定期健診の重要性」
予防先進国のスウェーデンでは、定期健診受

診率は90％、アメリカでは80％、イギリスでは
70％と言われています。一方日本の歯科検診受
診率は16％です。他の先進国と比べるとかなり
低い割合となっています。欧米では医療費が高
額で、むし歯や歯周病になる前に予防に力をい
れている方が多く、定期健診に加え、セルフケ
アもしっかりとされているようです。予防先進
国であるスウェーデンと比較すると、80歳時の
残存歯数が21.1本に対し、日本は13本と言われ
ています。日本では、国民皆保険制度のため、
治療は保険内で可能なため、症状が出てから治
療のために歯科に行かれる方が多いです。その
ため欧米に比べると、歯科の来院回数が多いと
いわれています。
我が国では現在、歯科検診は１歳半、３歳児、

学校に通う高校3年生のお子さんが受診義務の
対象です。つまり、成人後の学生や社会人は歯
科健診を受ける義務はありません。しかし、近
年では歯の健康が全身の健康に影響を与えると
いう見方が強まっています。定期的な歯科健診
は、年齢に関係なく健康寿命を延ばす上で重要
であるとして、受診義務のない世代にも関心が
集まっているのです。

これまで健康診断は企業の義務ですが、歯科
検診は義務化されていませんでした。しかし
2025年以降、企業における歯科検診が義務化さ
れると言われています。この背景には、国民皆
歯科健診の導入があります。従業員の口腔健康
を向上させ、全体的な健康促進と生産性向上を
目指すものです。
歯周病やむし歯といった身近にある口腔内の

トラブルは、初期段階では自覚がないことがほ
とんどです。歯の身近な疾患は、放置すること
で歯を失う危険性だけではなく、骨格の変形、
脳梗塞やアルツハイマー病なども引き起こす可
能性があると言われています。
人生100年時代、いつまでも好きなものを食

べて、元気に楽しみたいですよね。皆さんも定
期健診を忘れずに受診してください。

歯っとして…Ｑ！

有美子の健康 歯いっ！どーぞ！

「冬バテ」

(歯科助手 渡邉有美子)

今年も、近年に見られるように秋らしい秋は短くな
る予想だそうです。10月までは高温傾向で、日中は
汗ばむような日があり、11月になると突然、冬が来
たかのような寒さになることがあるようです。今年の
冬は、冬の嵐になりやすく、関東付近ではいっそう寒
くなる可能性があります。暑さから急な寒さへの備え、
しっかりとしておきたいものです。
暑さが落ち着き、ようやく過ごしやすい気温になり、
すぐに寒くなる。このとき体に起こるさまざまな不調を
「冬バテ」というのをご存知でしょうか。冬バテには、
体温を調節する働きを持つ自律神経が大きく関係し
ています。寒い時期は体温を保つ必要があるため、
血管を収縮させて熱を体内にため込みます。暑さ、
寒さがはっきりしていれば自律神経が自然に切り替
わり、気温に応じた体温調節が行われます。しかし、
まだ本格的な冬を迎える前で日中と夜の気温差が
大きいなどの寒暖差があると、体温調節が難しく自
律神経に負担がかかります。自律神経は体のエネ
ルギーの消費や温存、回復などの働きも担います。

体は体温を下げるよりも上げるときに多くのエネル
ギーを使います。そのため、暑い時期から寒い時期
へ移り変わる際には、エネルギーを多く消費するよう
に変化していきます。これらのことが疲労感や倦怠
感などを引き起こす一因となるのです。いつまでもこ
の暑さが続くと考えず、少しずつ「秋から冬」への心
の準備が必要そうですね。

[冬バテ症状チェック]
・頭痛や肩こり ・下痢や便秘 ・めまい、だるさ
・免疫力の低下 ・食欲不振、胃腸のトラブル
・集中力の低下 ・眠りが浅い・イライラする
・気分が落ち込む ・寝ても疲れがとれない

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号

（歯科衛生士 黒川 淳子）



プリンセスの歯ロー フィリピン

多くの人々、そして私自身も、栗の木は寒い
国にしか育たないと思っていました。しかし、
フィリピンにも栗の木があるのです！フィリピ
ン栗（Castanea mollissima）は、ルソン島や
ミンダナオ島の一部で育ちます。その実は、日
本で食べる栗と同じように、茹でたり焼いたり
して食べることができます。木材としても役に
立ちます。残念ながら、森林伐採の影響でフィ
リピンの栗の木は数が減ってしまいました。そ
のため、クリスマスシーズンになると、私たち
が市場で買える栗はほとんどが輸入品です。
フィリピンで収穫される栗はとても少なく、

市場に出回らなくなってしまったからです。ク
リスマスの季節が近づくと、私たちはよく栗を
食べます。きっと、その時期にしか栗を見るこ
とがないからかもしれません｡ （歯科助手 藤田 プリンセス）

[Chestnut in the philippines] (フィリピンの栗「マロン」)
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薬剤の中には虫歯・歯周病の抑制効果も！！
パウダーフローメンテナンスも併用することにより、より綺麗で白い歯へ

当院では様々な薬剤の中から安心して使用できる
国内認可の取れたホワイトニング剤を使用しています

白くできる理由①：薬剤が違う！
従来の約１．５倍の効果が認められています

白くできる理由②：照射器が違う！
従来の約２．２倍の強い光を出せる照射器を使用しています

効果を実感！
３回セット 75,000円

究極の白さへ！
５回セット 100,000円

ホワイトニングしてみませんか？

４回照射後

究極の白さへ!!

※全て税込み

メンテナンスに！１回 25,000円



『生！息！歯っぴーブレス』

「赤ちゃんの口の発達と心・体の成長について」  第２弾！！

皆さん、是非、お読みください！！

今月も先月号に引き続き、お口の発達と体
の発達についてお話ししていきたいと思いま
す。子どもの口の発育はお母さんのお腹にい
るときから始まっています。そして、哺乳や
離乳食を口にすることで少しずつ発達をして
いきます。

５～６カ月頃になると離乳食を開始します。
この頃、よだれがたくさん垂れるようになる
お子さんもいますが、これは口の筋肉が十分
に発達しておらず、口の中に溜まった唾液を
うまく飲み込むことができないためです。ス
プーンや食べ物に慣れ、口の機能が発達する
につれて、だんだんとよだれは少なくなって
いきます。

この時期、まだ舌は前後の動きが主ですが、
食べ物を食べるときに上の唇が下りてきて下
唇が内側に入ります。個人差がありますが、
下の歯が生え始めるお子さんもいます。口の
容積が広がり、舌が動きやすくなってきます。
舌で食べ物を喉の方へ移動させ口を閉じて
ゴックンと飲み込むことができるようになり
ます。

スプーンは先端が小さく、横幅が狭いもの、
深さが浅いものがお勧めです。スプーンの１
/３～１/２くらいの量で赤ちゃんに食べ物を
取り込んでもらえるよう、下唇の上に置き上
唇が降りたらゆっくりとスプーンを引き抜き
ましょう。食べ物を食べさせてあげる際に、
奥に入れすぎたり、上あごにこすりつけるよ
うにして引き抜いたりしないように！口の発
達の邪魔をしてしまいます。唇を閉じて捕食
させる事が重要で、唇の力をつける事につな
がります。唇を閉じてからスプーンを引くよ
うにしましょう。

そして、何を食べるのか、どんな香りや色
をしているのか、話しかけたり見せて香りを
感じさせたりしてあげましょう。食べ物に興
味をもつきっかけづくりやコミュニケーショ
ンの機会となります。

７～８カ月頃になると、離乳食中期へ移行
します。この時期はモグモグ期と言われ、上
の前歯が生えはじめる時期。口腔内がさらに
広がり、舌の動きは前後だけではなく上下に
も動かせるようになってきます。食べるとき
に左右の口角が伸び縮みします。このころか
ら口唇が閉じやすくなり、飲み込みや舌の使
い方が上達してきます。舌と上あごで押しつ
ぶして食べることもできるように。そして、
食べ物を飲み込みやすくひとまとめにするこ
と（食塊形成）を覚える時期でもあります。

裏面につづきます



食べ物は、絹ごし豆腐くらいの軟らかさ
（大人の指で簡単につぶせる固さ）のものを
中心に、色々な味や舌触りを楽しめるよう、
少しずつ食品の種類を増やします。椅子に
座って食べさせる場合には、足底が床や足置
きにつくよう工夫しましょう。姿勢が安定す
るとあごや舌も安定し動かせるようになるた
め、食べる機能の発達を促します。

９～１１カ月頃、離乳食後期となります。
この頃はカミカミ期と言われ、上下前歯が４
本ずつ生えそろい、前歯でかじりとり奥の歯
ぐきでかみつぶして咀嚼を学ぶ時期。舌は前
後上下のほかに左右にも動くようになり、歯
ぐきに食べ物をのせられるようになります。
噛んでいるほうの口角が上がる様子が見られ
ます。食べ物の固さや形によって「そのまま
飲み込む」「舌や歯ぐきでつぶす」を使い分
けられるようになります。

またこの時期は、手がある程度自由に動く
ようになっています。危険でないものは手に
もたせ、固形物に慣れさせることも大切です。
（手に持ったものを食べきる必要はありませ
ん）足底が床や足置きに着き、安定した姿勢
で、手づかみ食べができるようやや前傾の姿
勢がとれるように調整することも大切です。
手づかみ食べは、食べ物が机や床に散らかっ
たり服も汚れて大変！と感じることもありま
すが、とても大切です。自分で食べる楽しさ
を感じ、意欲を育て脳の発育にも重要です。

また、食べ物を口に運び前歯でかじり取る
ことで一口量を学ぶ機会でもあり、スプーン
などを使うための準備期間でもあります。お
にぎりや野菜をスティック状にして手で持っ
て食べる大きさにカットし、自分でかじり
取って食べられる環境をつくりましょう。こ
のときはまだ一口量をかじり取る練習をして
いるので、しっかりと見守り安全な一口量を
教えてあげられるようにして下さい。

先月号でもお伝えしましたが、発達には個
人差があります。歯の生え始める時期も寝返
りやハイハイを始まる時期も様々です。（因
みに私の息子はなかなか歯が生えてこず、１
歳になる少し前にやっと生えてきたと記憶し
ています…）なので、情報通りに月齢で進め
ず、その子の発達に合わせてあげることが大
切ですので、お子さんをよく観察してあげて
ください。

家族と一緒に食卓を囲み、食事が楽しいと
いう雰囲気作りがお子さんのお口と心と体の
発達に繋がります。

（歯科衛生士 小柳かおり）



超
高
齢
社
会
に
向
け
て

～
お
悩
み
相
談
室
～

黒磯地区の小学校では、四年生に「禁煙教
育」という時間があります。我が家の子供たち
も小学生の時に体験しています。「禁煙博士」
が教室にやってきて､タバコについていろいろ
な話をしてくれたそうです。毎月この新聞でお
伝えしているように､タバコを吸うことによっ
て血管が収縮し血流が滞るので、身体のあちこ
ちで様々な悪影響をもたらします。また、非常
に強い依存性により､体調不良の悪循環におち
いってしまいます。それらのことを子供にもわ
かりやすく興味深い言葉で教えてもらえて成人
した今でも記憶に残っていると言っていました。
なかでも印象に残っているのは、「寿命が縮

む」という話だそうです。その話を聞いて教室
のほとんどの子供たちが考えたことは「大切な
家族には長生きしてほしい」ということ。大人
でも同じですよね。家族に喫煙者がいる子供た
ちは、きっとおうちで「タバコをやめれば、
失った寿命を少しずつ取り戻せる」という話を
したことと思います。
こんな統計結果もあります。高校三年生のう

ち、タバコを吸ったことがあるかどうかのアン
ケートの結果、両親とも非喫煙の家庭の高校生
は14％、父親のみ喫煙する家庭は27％、母親の
み喫煙する家庭は31％、両親とも喫煙する家庭
では37％でした。このことから、喫煙習慣は
「世代間連鎖」すると言われています。身近な
大人を子供はよく見ています。母親は子供と過
ごす時間が父親よりも長い場合が多いため、及
ぼす影響も大きいようですね。タバコの世代間
連鎖を防ぐためには、子供が小学校三年生にな
るまでに家族全員が禁煙するのが効果的だそう
です。子供に将来喫煙者になってほしい、と願
う大人はいないはずです。
普段はお仕事で忙しいお父さんお母さんも、

部活や習い事で忙しいお子さんも、ぜひ禁煙に
ついて話題にしてみていただきたいと思います。
きっと優しさいっぱいの時間になるのではない
でしょうか。

「禁煙教育」

禁煙への近道

（歯科助手 大森ちひろ）

「
国
勢
調
査
詐
欺
に
注
意
！
」

今
月
10
月
に
、
5
年
に
一
度
行
わ
れ

る
国
勢
調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む
す
べ

て
の
人
を
対
象
に
行
わ
れ
る
大
切
な
調

査
で
あ
り
、
国
や
地
域
の
将
来
の
計
画

を
立
て
る
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
調
査
の

時
期
に
は
、
便
乗
し
た
詐
欺
や
悪
質
な

勧
誘
が
毎
回
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
は
狙
わ
れ
や

す
い
た
め
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
国
勢
調
査
は
総
務
省
の
委
託

を
受
け
た
調
査
員
が
行
い
ま
す
。
調
査

員
は
必
ず
「
顔
写
真
入
り
の
調
査
員

証
」
を
携
帯
し
て
お
り
、
訪
問
時
に
は

提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
調

査
員
が
身
分
証
を
見
せ
ず
に
質
問
し
た

り
、
曖
昧
な
態
度
を
と
っ
た
り
す
る
場

合
は
不
審
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
勢
調
査
で
は
現
金
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
通
帳
、
暗
証
番

号
な
ど
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。
調
査
員
が
「
調
査
の
た
め

に
お
金
が
必
要
で
す
」
と
言
っ
た
り
、

「
個
人
の
銀
行
口
座
番
号
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」
と
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
不
審
に

思
っ
た
ら
、
そ
の
場
で
答
え
ず
、
役
所

や
家
族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
近
年
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
を

使
っ
た
詐
欺
も
増
え
て
い
ま
す
。
「
国

勢
調
査
を
代
行
し
ま
す
か
ら
手
数
料
を

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
電

話
や
「
調
査
回
答
は
こ
ち
ら
か
ら
」
と

い
う
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る
メ
ー
ル
は

す
べ
て
詐
欺
で
す
。
国
勢
調
査
は
無
料

で
あ
り
、
公
式
な
回
答
方
法
は
紙
の
調

査
票
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
専
用
の
回
答
サ
イ
ト
の
み
で
す
。

メ
ー
ル
やS

M
S

で
案
内
が
届
く
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
方
は
、
突

然
の
訪
問
や
電
話
に
戸
惑
い
や
す
く
、

詐
欺
師
に
つ
け
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。
対
応
に
迷
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
家

族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
相
談
窓
口

に
連
絡
す
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

国
勢
調
査
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役

立
つ
大
切
な
調
査
で
す
が
、
そ
れ
を

装
っ
た
犯
罪
か
ら
自
分
を
守
る
こ
と
も

同
じ
く
ら
い
大
切
で
す
。
「
調
査
で
お

金
を
請
求
さ
れ
た
ら
詐
欺
」
「
身
分
証

を
見
せ
な
い
調
査
員
は
不
審
」
「
電
話

や
メ
ー
ル
で
の
案
内
は
偽
物
」
こ
の
3

つ
を
心
に
留
め
、
安
心
し
て
調
査
に
臨

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
栃
木
県
認
知
症

介
護
指
導
者

庄
司
康
善
）

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号



今月のカレンダー

事務長の歯っけん、トリビア

「夏生まれの人は暑さに強かった？」

夏生まれの人は暑さに強いことは科学的に証
明されている事実なんです。理由は、生後2年
半から3年の間に経験する温度によって、体内
の汗腺の数が決まるからなんです。夏に生まれ
た人は、発達段階で暑い環境に適応するため、
汗腺の数が多くなる傾向があるようです。汗腺
の数は一度決まると、その後変えることはでき
ません。歯の本数も概ね決まっていますよね。
決まった数の歯を一本でも失わないように、ま
た、一本でも歯を残していくように、皆さん、
定期的な検診を心掛けていきましょう！

お知らせ

（事務長 渡邊 愛人）

令和 ７年１０月１日 発行 第２１２号

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

AM… 26 27 28 29 30 31
午前のみ

<休診日>水曜日・祝日

<診療時間>
午前
午後
日曜

 9:00 ～ 13:00
14:30 ～ 19:00
13:00まで

<往診日>火曜

○ ○ ○

休 ○ ○ 休 ○ ○

休

○ ○ ○

休 休 ○ 休 ○ ○ AM

休

表示の見方

○…診療

休…休診

往…往診

講…講演

学…学会

勉…勉強

会

○ ○ AM

○ ○ AM

金 土

の予定
休 ○ ○ AM

10月
日 月 火 水 木

院

長

手

記

「
講
演
会
」

9
月
17
日
。
私
は
生
ま
れ
て
初
め
て
新
島
に

行
っ
た
。

新
島
。
正
式
名
称
は
「
新
島
村
」
。
東
京
都
の

島
嶼
（
と
う
し
ょ
）
部
に
位
置
し
、
伊
豆
諸
島
の

新
島
お
よ
び
式
根
島
の
区
域
か
ら
な
っ
て
い
る
。

人
口
は
約
２
５
０
０
人
。
竹
芝
客
船
タ
ー
ミ
ナ

ル
か
ら
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
で
最
短
2
時
間
で
行
く

こ
と
が
で
き
る
が
、
私
は
今
回
、
調
布
飛
行
場
か

ら
小
型
飛
行
機
で
約
40
分
の
フ
ラ
イ
ト
を
利
用
し

て
初
の
新
島
を
目
指
し
た
。

今
回
、
私
が
初
め
て
新
島
に
向
か
っ
た
理
由
は

こ
の
村
に
あ
る
唯
一
の
高
校
「
都
立
新
島
高
等
学

校
」
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
講
演
依
頼
が
来

た
か
ら
で
あ
る
。

実
は
今
年
の
2
月
に
こ
の
学
校
の
教
諭
の
前
村

知
江
先
生
が
私
達
の
ハ
ロ
ア
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
地
活
動
に
参
加
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
先
生
は
初
め
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
貧
困
の
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
た
っ
た
1

本
の
歯
ブ
ラ
シ
さ
え
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
子
供

た
ち
と
そ
れ
に
触
れ
合
い
、
一
生
懸
命
活
動
を
す

る
日
本
の
高
校
生
た
ち
の
姿
を
見
た
。
恐
ら
く
先

生
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の
子
供
た
ち
の
あ
ま
り

に
も
違
う
環
境
と
運
命
に
ご
自
分
が
教
え
て
い
る

学
校
の
生
徒
た
た
ち
を
重
ね
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
離
島
と
い
う
環
境
の
た
め
ど
う
し
て
も
狭
く
な

り
が
ち
な
世
界
観
に
将
来
へ
の
刺
激
と
し
て
世
界

の
現
状
を
私
に
伝
え
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
。

私
は
休
診
日
を
利
用
し
、
久
し
ぶ
り
の
高
校
で

の
講
演
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
島
を
訪
れ
た
。

今
回
、
私
と
も
う
一
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
現
地
統
括
責
任
者
を
担
当
す
る
東

京
都
経
堂
い
ま
に
し
歯
科
診
療
所
、
今
西
先
生
も

同
行
し
二
人
で
約
90
分
の
講
演
を
行
っ
た
。

11
時
50
分

新
島
空
港
に
到
着
し
た
。

正
直
私
は
乗
り
物
に
弱
い
。
そ
こ
に
き
て
小
型

の
ゼ
ロ
戦
の
よ
う
な
25
人
程
度
乗
れ
る
プ
ロ
ペ
ラ

機
の
た
め
空
港
に
到
着
し
た
時
に
は
軽
く
気
持
ち

が
悪
か
っ
た
。

し
か
し
、
降
り
立
つ
と
那
須
で
は
決
し
て
感
じ

得
な
い
何
と
も
不
思
議
な
浜
風
が
と
て
も
心
地
よ

く
、
小
さ
な
空
港
の
入
港
口
に
は
す
で
に
前
村
先

生
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。
手
を
振
る
彼
女

の
笑
顔
を
見
な
が
ら
こ
ん
な
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
を
し
て
く
れ
て
い
た
の
か
と

思
う
と
飛
行
機
酔
い
も
失
せ
て
い
っ
た
。

講
演
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ
る
た
め
前
村
先
生

は
私
達
に
あ
り
っ
た
け
の
新
島
観
光
を
案
内
し
て

く
れ
た
。
始
め
は
羽
伏
浦
海
岸
に
位
置
す
る
メ
イ

ン
ゲ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
高
台
。
新
島
と
言
え
ば
こ

こ
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
皆
必
ず
立
ち
寄
る
。
そ
こ

か
ら
見
る
見
事
な
景
色
と
真
っ
青
な
海
は
本
当
に

美
し
く
、
こ
こ
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
メ
ッ
カ
で
も
あ

り
シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
訪
れ
る

と
い
う
。



前
村
先
生
は
次
々
と
私
達
を
観
光
名
所
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
展
望
台
、

高
台
、
断
崖
絶
壁
の
海
岸
沿
い
・
・
・
隣
の
今
西
先

生
は
兵
庫
の
瀬
戸
内
育
ち
の
た
め
海
を
見
る
た
び

「
懐
か
し
い
な
ぁ
」
「
や
っ
ぱ
り
海
は
最
高
や
」
と

嬉
し
そ
う
に
騒
い
で
お
り
、
「
こ
ん
な
所
に
住
ん
で

み
た
い
わ
」
と
大
は
し
ゃ
ぎ
だ
っ
た
が
、
正
直
根
っ

か
ら
の
山
と
川
育
ち
の
私
と
し
て
は
あ
ま
り
興
味
を

示
せ
ず
、
ど
れ
を
見
て
も
単
な
る
海
で
し
か
な
く
む

し
ろ
岸
壁
に
ぶ
つ
か
る
波
の
音
が
怖
く
感
じ
る
ぐ
ら

い
だ
。
や
は
り
育
っ
た
環
境
の
差
は
大
き
い
。
し
か

し
前
村
先
生
の
あ
り
っ
た
け
の
歓
迎
は
と
て
も
嬉
し

く
、
離
島
な
ら
で
は
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
静
け

さ
は
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

観
光
も
終
わ
り
い
よ
い
よ
新
島
高
校
に
到
着
し
た
。

東
京
都
立
新
島
高
等
学
校
。
全
校
生
徒
36
名
。
生

徒
ホ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
図
書
室
を
付
随
さ
せ
た
広
場

で
講
演
が
始
ま
っ
た
。

私
は
20
年
間
様
々
な
地
域
や
学
校
で
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
話
し
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
全
て
一
貫
し
て
「
歯
ブ

ラ
シ
1
本
が
命
を
救
う
」
と
し
て
き
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ラ
ム
の
子
供
た
ち
は
慢
性
的
な

栄
養
不
良
下
に
あ
る
。
そ
の
た
め
た
っ
た
1
本
の
虫

歯
が
進
行
し
重
度
な
感
染
症
を
引
き
起
こ
す
と
容
易

に
蜂
巣
炎
に
な
り
、
そ
の
菌
が
全
身
に
影
響
を
及
ぼ

す
と
中
に
は
死
亡
し
て
し
ま
う
子
も
い
る
。
そ
の
た

め
私
達
は
日
本
で
は
治
せ
る
歯
も
現
地
で
は
一
生
で

一
度
き
り
の
治
療
に
な
る
た
め
止
む
無
く
「
抜
歯
」

を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
こ
の
20
年
間
、
何
と
か
そ
の
悲
し
い
現
実

を
変
え
る
た
め
に
治
療
の
原
点
で
あ
る
「
予
防
」
歯

磨
き
を
ス
ラ
ム
に
定
着
さ
せ
た
い
と
考
え
、
皆
さ
ん

か
ら
貴
重
な
歯
ブ
ラ
シ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き

た
。
つ
ま
り
、
歯
ブ
ラ
シ
1
本
あ
れ
ば
虫
歯
を
作
ら

せ
ず
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
命
さ
え
も
救
う
こ
と
に
繋

が
る
の
で
あ
る
。
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講
演
で
は
ま
ず
今
西
先
生
が
夢
を
持
つ
素
晴
ら
し

さ
や
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
私
は
20
年
間
活
動
し
て
き
た
ス
ラ
ム
で
の
治

療
の
様
子
や
彼
ら
と
同
世
代
の
全
国
の
高
校
生
が
現

地
で
一
生
懸
命
活
動
を
し
、
多
く
の
事
を
学
び
未
来

に
羽
ば
た
い
て
い
っ
た
こ
と
を
話
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
に
は
劣
悪
な
環
境
で
生
き
る
ス
ラ
ム
の

人
達
の
様
子
や
子
供
た
ち
が
泣
き
な
が
ら
も
必
死
に

抜
歯
に
耐
え
る
姿
、
そ
し
て
参
加
し
た
高
校
生
た
ち

が
初
め
て
目
の
当
た
り
に
す
る
世
界
の
貧
困
の
現
実

に
戸
惑
い
の
表
情
と
そ
れ
で
も
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
精
一
杯
活
動
す
る
真
剣
な
眼
差
し
に
、
36
名

の
高
校
生
た
ち
は
食
い
入
る
よ
う
に
見
て
い
た
。

私
は
講
演
の
最
後
に
彼
ら
に
私
が
20
年
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
り
続
け
る
た
め
の
心
の
核
に
な
る
言
葉

を
送
っ
た
。

「
世
の
中
に
不
幸
が
あ
る
限
り
我
に
幸
い
な
し
」

こ
れ
は
宮
沢
賢
治
の
言
葉
で
あ
る
が
、
私
は
36
名
の

若
者
た
ち
に
「
ど
う
か
自
分
だ
け
の
幸
せ
を
願
う
だ

け
で
は
な
く
、
誰
か
の
た
め
に
生
き
、
誰
か
の
幸
せ

を
自
分
の
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
大
人
に
な
っ
て
欲
し

い
。
」
そ
し
て
最
後
に
伝
え
た
。
「
い
つ
か
こ
の
離

島
か
ら
私
達
の
活
動
に
参
加
を
し
て
く
れ
る
高
校
生

が
現
れ
た
ら
本
当
に
嬉
し
い
。
し
か
し
、
今
日
見
た

ス
ラ
イ
ド
の
現
実
を
君
た
ち
が
1
枚
で
も
心
に
留
め
、

将
来
に
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
飛
行
機
酔
い
を

我
慢
し
て
こ
こ
に
来
た
甲
斐
が
あ
る
。
」

帰
り
の
最
終
の
飛
行
機
の
時
間
が
迫
っ
て
き
た
。

前
村
先
生
が
空
港
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。

小
さ
な
飛
行
場
に
真
っ
赤
な
夕
日
が
差
し
込
ん
で

い
る
。
初
め
て
の
新
島
は
と
て
も
心
に
残
る
場
所

だ
っ
た
。
前
村
先
生
と
お
別
れ
の
挨
拶
を
し
、
「
今

度
は
12
月
の
東
京
で
行
わ
れ
る
来
年
度
の
活
動
の
た

め
の
研
修
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
た
。

前
村
先
生
は
再
び
こ
の
離
島
か
ら
現
地
活
動
に
参
加

を
し
て
く
れ
る
。

飛
行
機
が
飛
び
立
ち
、
窓
の
下
を
み
る
と
小
さ
な

島
が
見
え
る
。
36
名
の
若
者
た
ち
の
未
来
を
心
か
ら

期
待
し
な
が
ら
、
揺
れ
と
酔
い
を
我
慢
し
な
が
ら
帰

路
に
つ
い
た
。
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